
大堀山城跡（川越市） 築城年代：室町時代、築城者：扇谷上杉氏

おおぼりやまじょうあと
　　　この先をすぐ左に入ったところが大堀山城跡となっている



　　　　左に曲がったところ/前方に説明板が立っている







上が北方向



　　　上記平面図の通り、少し進むと堀跡が見えてくる



　　こんな感じ



　　　　左手を見たところ/本郭を囲むように周っている



　　堀跡を越えて本郭を北方向に進む



　　すると本郭の北東隅に小祠が建っているのが見えてくる



これは天明社



東側から西方向を見たところ/天明社のすぐ背後に堀跡が巡っているのが見てとれる



　反対に西側から東方向を見たところ



　　　　　この堀跡は本郭の北東隅で直角に折れている/その隅を見たところ



　　堀跡の隅から堀跡が折れたその先（南方向）を見たところ



　堀跡の隅から西方向を見たところ/左手に天明社が見える



　　さて、本郭から堀跡を渡って更に北方向へ進んでみる



堀跡を渡って振り返ったところ/堀跡の向こうに天明社が見える



　　　北方向へ進むとすぐにまた別の堀跡があるようだ



左手を見たところ/このエリアは二の郭



　　　さて、その別の堀跡（二の郭を巡る）に下りてみよう



　かなり広い幅で深さもある堀跡である



その堀跡の左手（西方向）を見たところ/堀跡の左手が二の郭



　　振り返って東方向を見たところ



　東方向へ進むとやはりすぐに南方向へと堀跡が折れている



　　　　さて、更にこの堀跡を渡って北方向へ進む/このエリアは三の郭のようだ



　　　振り返って渡った堀跡とその向こうの二の郭を見る



　　三の郭を北へ進むと更にもう一つ別の堀跡があるようだ



　　こんな感じ



　その堀跡を渡って更に北方向へ進む



　　これはその堀跡を西方向に見たところ/左手が三の郭



　　　　その堀跡を渡って北方向へ進むとすぐに道路が見えてきた/ここにも説明板が立っているようだ



振り返って渡ったその堀跡を見たところ



　　　　これは道路を東側から西方向に見たところ/左手に説明板が立っている







ここから下（北方向）へ赤丸の現在地までほぼまっすくに進んできたことになる
　　　↓



　　さて、ここでもう一度最後に渡った堀跡に戻り、西方向に進んでみることにする



　　　　　この堀跡もかなりの広い幅と深さもあるようだ/左手が三の郭/堀跡はこの先で左手（南方向）に折れているようだ



　　左手（南方向）へ折れて曲がって行く/左手が三の郭/土塁の高さが感じられる



　　　　　　ここで振り返って見たところ/右手が三の郭



　　　　　　更に南方向へ進む



　　　　これは土塁の上に登って西方向を見たところ/堀跡の深さも感じられる



　　　　　　そこから少し右手（北西方向）を見たところ



　　　　さて、更に南方向へ進む



　　　この辺りは両サイドとも土塁は無くなっているようだ



本郭（左手）のエリアの南西隅辺りまで来た/ここで堀跡は左手（東方向）に折れている



　　南西隅を右手に見ると建設業者の重機置き場が見えた



そこで振り返って東方向を見たところ/前方左手が本郭のエリア



さて、折れて曲がった堀跡を東方向に進んでみる/左手が本郭



途中こんな感じの土橋があった/手前のマウンド/左手が本郭



　　　　左手に登り、その土橋を本郭方向に見たところ



　　　　　　更に東方向へ進む



　　これは二の郭を囲む東側の堀跡



　　南方向を見たところ/前方で右手に折れている/左手は東側に延びている三の郭



　　　　　左手の三の郭に登る



すると東側には更に小さな堀跡がある



　その堀跡に下りて東方向を見る/向こうは農地になっている



　　　右手（南方向）を見たところ



　　　左手（北方向）を見たところ



　　さて、これが西側から大堀山城跡のエリアを東方向に見たところ/前方の木々の部分が大堀山城跡



　　アップで見る



　　　　　そこで左手を見たところ/高架は圏央道/正面に本応寺別院がある



　　圏央道高架手前を右手に進む



　　　　　　すると先程の北側にあった説明板（右手）のところに辿り着く/右手が先程来回ったエリア



　　　　　道路の説明板がある方と反対側を見ると何やら窪んだところがある



　　こんな感じ



　　これは半円形の馬出の遺構らしい



　　　　　浅い堀の跡と土塁の盛り上がりが確認できる



道路の向こうが本郭などがあったところ
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